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　臨床眼科 2023 年 5 月号（77 巻 5 号）をお届けいたします。本号も，76 回日本臨床眼科学会で
の学会原著を中心にたくさんの素晴らしい論文，総説を皆様に読んでいただけると思います。「今
月の話題」では，神奈川県立こども医療センターの松村望先生に「先天鼻涙管閉塞診療ガイドラ
イン」についてご執筆をいただきました。近年，ガイドラインの作成においては，以前の author-
ity-based ではなく，Minds 形式に則った evidence-based の診療ガイドラインの作成が求められ
ます。本解説では，2022 年 11 月に発行された先天鼻涙管閉塞診療ガイドラインについて，実際
にガイドライン作成に携わった松村先生が，その背景も含めてエッセンスをわかりやすく解説さ
れています。皆様，流涙で困っている赤ちゃんが受診されても慌てないように，是非ともご一読
ください。また，高知大学の藤井紀光先生と山城健児先生にご執筆いただいた「Clinical Chal-
lenge」も大変興味深い症例です。
　連載では，「国際スタンダードを理解しよう！近視診療の最前線」はなんと第 32 回目を迎えま
した。今回は「病的近視の斜視」というテーマで浜松医科大学の佐藤美保先生に病態および治療
について詳しくご解説いただいております。第 7 回目を迎えた「涙器・涙道マンスリーレク
チャー」は，尼崎総合医療センターの澤明子先生に鼻内視鏡検査についてご解説いただきました。
　コロナも明け，「臨床眼科」の編集会議も対面で行えるようになりました。Web 会議も便利で
すが，お互い face to face でざっくばらんに発言できる会議ができるようになったことを大変う
れしく思います。これからもよりよい紙面を作っていきたいと思っております。引き続き「臨床
眼科」をどうぞよろしくお願いします。 （堀　 裕一）
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